
［2面］区立森下駅自転車駐車場を休止 5月中旬〜 ［3面］江東マイタウン就職面接会in亀戸 ［7面］特別区

立幼稚園教員採用候補者の募集、特別区立幼稚園臨時的任用教員(産育休補助教員登録者)の募集

今号の
主な内容

NO.1926

4 11

平成29年(2017年)

4／19以降の毎週水・木

曜(祝日の場合は翌日)

13：00〜17：00

日時

※5／19(金)13：30〜16：30に豊洲文化センタ
ー(豊洲2-2-18)で出張相談会を行います
(このほか平成30年3月までに5回、出張
相談会を実施。詳細は後日、区報等でお
知らせします)。

青少年交流プラザ

(亀戸7-41-16)

区役所青少年相談

ブース(4階23番)

会場

4／15以降の毎週土曜

13：00〜17：00

﹇
相
談
員
﹈
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
少
年
自
立

援
助
セ
ン
タ
ー
相
談
員

▢申
面
談
は
各
開
催
日
の
前
日
︵
日

曜
︑
祝
日
を
除
く
︶
ま
で
に
︑
電
話

相
談
は
開
催
日
の
当
日
に
相
談
専
用

ダ
イ
ヤ
ル

☎
�
�
�
(
�
�
	
�
)
�
�
�
�

▢問
青
少
年
課
青
少
年
係

☎
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�
�
�
)
�
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℻
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�
�
�
)
�
�
�
�

○
活
動
の
場
所
や
人
と
話
す
機
会
を

増
や
し
た
い

○
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
ど
も
に
ど

う
接
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い

○
こ
ど
も
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
近

所
の
人
に
︑
自
分
に
何
が
で
き
る

か
知
り
た
い

な
ど
︑
ど
ん
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ

ん
︒
ま
ず
は
勇
気
を
出
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
︒
専
門
知
識
と
経
験
を
有

す
る
相
談
員
が
個
別
面
談
ま
た
は
電

話
相
談
を
行
い
︑
助
言
や
情
報
提
供
︑

専
門
機
関
の
紹
介
な
ど
を
し
ま
す
︒

※
青
少
年
交
流
プ
ラ
ザ
で
は
︑
当
事

者
の
居
場
所
運
営
も
行
い
ま
す
︒

▢時

▢場
下
表
の
と
お
り

▢人
区
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
お

お
む
ね

歳
～

歳
未
満
の
方
お
よ

15

40

び
そ
の
保
護
者
等
︒

回
の
開
催
で

	
人
程
度

▢費
無
料

青
少
年
期
の
幅
広
い
悩
み
に
対
応

区
は
︑
こ
れ
ま
で
ひ
き
こ
も
り
等

で
悩
む
方
を
対
象
に
相
談
等
を
行
っ

て
き
ま
し
た
︒
�
月
か
ら
は
相
談
で

き
る
対
象
を
拡
大
し
︑
ひ
き
こ
も
り

を
は
じ
め
不
登
校
や
友
人
・
異
性
・

家
庭
内
の
問
題
等
︑
青
少
年
期
に
お

け
る
幅
広
い
悩
み
に
対
応
し
ま
す
︒

相
談
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
は
専

用
の
相
談
室
を
設
け
︑
安
心
し
て
話

が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
︒

ま
ず
は
勇
気
を
出
し
て
相
談
を

相
談
は
︑
本
人
だ
け
で
な
く
︑
保

護
者
や
関
係
者
の
方
も
で
き
ま
す
︒

○
家
庭
や
学
校
以
外
で
悩
み
を
相
談

で
き
る
場
所
が
ほ
し
い

○
他
人
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い

▲明るい未来へ向かって、笑顔で歩めるよう、手を差しのべます

区では、個人住宅・集合住宅お

よび事業所を対象に、地球温暖化

の防止に貢献するCO2削減効果の

大きい、創エネ・省エネ設備の設

置について、経費の一部を助成し

ています。今年度から、次世代自

動車(電気自動車・プラグインハ

イブリッド自動車・燃料電池自動

車)と蓄電池を、助成対象に追加

しました。対象設備・助成額は、

下表のとおりです。省エネ機器等

の助成金申請は必ず工事着工前に

行ってください※着工後の申請は受付できませんのでご注意ください(次世代

自動車のみ事後申請)。また、助成要件・助成金額、申請に必要な書類等の詳細

は、区ホームページをご覧いただくか直接お問い合わせください▢問 温暖化対
策課環境調整係☎3647-6124、℻5617-5737

▲充電中の電気自動車(区役所駐車場)

高反射率塗装

◎電気自動車・プラグインハイブリッド自動車・燃料電池自動車

対象設備および助成金額一覧表(☆新規)

太陽電池モジュールの公称最大出
力の合計値1kwあたり5万円(20万
円まで。集合住宅は150万円まで)

太陽光発電システム

一律10万円。個人での申請のみ可☆次世代自動車(◎)

住宅用

助成金額 ( )内は上限額
助成対象設備

(1設備あたり10万円まで
集合住宅は50万円まで)

☆蓄電池

施工面積1m
2
あたり1,000円を乗

じた額(20万円まで)

―

太陽電池モジュールの公称最大出
力の合計値1kwあたり5万円(20万
円まで)

施工面積1m
2
あたり1,000円を乗

じた額(20万円まで。集合住宅は
150万円まで)

事業所用

(1設備あたり8万円まで)
設
置
に
要
す
る

経
費
の
�
％

(1設備あたり4万円まで)
設
置
に
要
す
る

経
費
の
�
％

エコキュート

(1設備あたり20万円まで)(1設備あたり10万円まで)エネファーム

(1設備あたり4万円まで)
(1設備あたり2万円まで
集合住宅は15万円まで)

エネルギー管理システ
ム機器(HEMS・MEMS)

(1設備あたり10万円まで)

区では、さまざまな悩みを抱える青少年に、早期

に支援の手を差し伸べることにより、ひきこもり等

を未然に防ぎ、自立・社会参加への手助けをするた

め、区役所と青少年交流プラザに相談窓口を開設し

ます。
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こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

﹁
収
入
が
不
安
定
で
家
賃
や
税
金

を
滞
納
し
て
い
る
﹂﹁
家
族
が
病
気
や

ひ
き
こ
も
り
で
仕
事
が
で
き
な
い
﹂

﹁
失
業
し
て
生
活
が
苦
し
い
﹂
﹁
こ
ど

も
の
養
育
・
教
育
で
悩
ん
で
い
る
﹂

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
に
つ
い

て
︑
専
門
知
識
と
経
験
を
有
す
る
相

談
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
︒

生
活
や
仕
事
の
困
り
ご
と
を
抱
え

て
い
る
方
は
︑
一
人
で
悩
ま
ず
︑
早

め
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒
あ

な
た
に
合
っ
た
解
決
方
法
を
一
緒
に

考
え
ま
す
︒

※
区
内
在
住
で
︑
経
済
的
に
お
困
り

の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま

す
︒

住
居
確
保
給
付
金
事
業

離
職
し
た
方
で
︑
就
労
能
力
と
就

労
意
欲
の
あ
る
方
に
常
用
就
職
に
向

け
︑
賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
支
給
し
ま

す
︵
給
付
条
件
・
期
間
や
金
額
の
上

限
が
あ
り
ま
す
︶
︒

就
労
準
備
支
援
事
業

江
東
区
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
塩

浜
�
︱

�
︱

︶
で
︑
生
活
訓
練
︵
生

16

活
リ
ズ
ム
の
確
立
等
︶
︑
社
会
訓
練

︵
模
擬
面
接
等
︶
︑
就
労
訓
練
︵
就
職

活
動
の
方
法
や
知
識
の
取
得
等
︶
な

ど
を
行
い
ま
す
︒
ま
た
︑
早
期
の
就

労
が
難
し
い
方
向
け
に
職
業
体
験
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
も
あ
り
ま
す
︒

﹇
相
談
窓
口
﹈

深
川
地
区
お
よ
び
東
砂
�
～
�
丁
目
︑

南
砂
︑
新
砂
に
お
住
ま
い
の
方
：

保
護
第
一
課
生
活
支
援
相
談
窓
口

︵
区
役
所
�
階

番
︶

24

☎
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�


�
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�
�

城
東
地
区
の
う
ち
亀
戸
︑
大
島
︑
北

砂
︑
東
砂
�
～
�
丁
目
︑
夢
の
島
︑

新
木
場
︑
若
洲
に
お
住
ま
い
の
方
：

保
護
第
二
課
生
活
支
援
相
談
窓
口

︵
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
�
階
︵
大
島



︱

�
︱

�
︶
︶
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※
そ
の
ほ
か
︑
区
役
所
�
階
に
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
常
設
窓
口
︵
江
東
就
職

サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
︶
を
設
置
し
︑

生
活
に
お
困
り
の
方
等
の
就
職
先
を

紹
介
し
て
い
ま
す
︵
予
約
制
︶
︒

☎
(
	
�


�
)


	
�
�

区
で
は
︑
平
成

年
	
月
に
区
政

27

運
営
の
具
体
的
指
針
と
な
る
長
期
計

画
︵
後
期
︶
を
策
定
し
ま
し
た
︒

長
期
計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ

て
は
︑
行
政
評
価
の
結
果
や
社
会
状

況
の
変
化
等
に
基
づ
き
︑
特
に
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
と
し
て
掲

げ
た
主
要
事
業
等
を
毎
年
度
見
直
す

と
と
も
に
︑
新
た
な
事
業
の
展
開
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
︒

今
回
策
定
し
た
﹁
長
期
計
画
の
展

開
�
�
�
�
﹂
は
︑
こ
の
よ
う
な
見

直
し
を
踏
ま
え
た
主
要
事
業
の
今
後

の
予
定
を
改
め
て
示
す
と
と
も
に
︑

新
た
な
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
も
公

表
す
る
も
の
で
す
︒

区
は
︑
こ
の
﹁
長
期
計
画
の
展
開

�
�
�
�
﹂
に
基
づ
き
︑
区
政
の
着

実
な
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
︒

学
生
納
付
特
例
と
は
︑
収
入
が
少

な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な

歳
以
上
の
学
生
の
方
が
︑
申
請

20
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
︑
一
定
期
間

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
︒

対
象
と
な
る
学
校
は
︑
大
学
︵
大

学
院
︶
︑
短
期
大
学
︑
高
等
学
校
︑
高

等
専
門
学
校
︑
専
修
学
校
お
よ
び
各

種
学
校
等
で
す
︵
海
外
大
学
の
日
本

分
校
は
一
部
を
除
き
対
象
外
︶
︒
対
象

期
間
は
︑
申
請
月
の
�
年
�
か
月
前

の
月
分
か
ら
平
成

年
	
月
分
ま
で

30

で
︑
年
度
ご
と
の
申
請
が
必
要
で
す
︒

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期

間
は
次
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
ま
す
︒

○
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

と
な
り
ま
す
が
︑
老
齢
基
礎
年
金

の
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
︒

○

年
以
内
で
あ
れ
ば
︑
猶
予
さ
れ

10

た
国
民
年
金
保
険
料
を
追
納
で
き

ま
す
︵
た
だ
し
︑
	
年
度
目
以
降

は
︑
期
間
に
応
じ
て
一
定
の
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
︶
︒

○
障
害
基
礎
年
金
請
求
の
審
査
に
際

し
納
付
済
期
間
と
み
な
さ
れ
ま
す
︒

※
学
生
納
付
特
例
に
該
当
し
な
い
場

合
は
︑
免
除
や
納
付
猶
予
の
申
請
が

で
き
ま
す
︒

▢申
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

が
記
載
さ
れ
た
書
類
と
学
生
証
︵
表

・
裏
両
面
の
写
し
で
も
可
︶
ま
た
は

在
学
証
明
書
を
持
参
し
︑
区
民
課
年

金
係
︵
区
役
所
隣
防
災
セ
ン
タ
ー
�

階

番
︶
・
各
出
張
所
︵
現
年
度
分

20
の
み
受
付
︶
窓
口
で

▢問
区
民
課
年
金
係

☎
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�
)
�
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�

℻

(
	
�


�
)



�
�

教
育
委
員
会
は
︑
平
成

年
	
月

28

に
教
育
振
興
基
本
計
画
と
し
て
﹁
教

育
推
進
プ
ラ
ン
・
江
東
︵
後
期
︶
﹂

︵
平
成

～

年
度
︶
を
策
定
し
ま

28

32

し
た
︒

こ
の
プ
ラ
ン
を
客
観
的
に
評
価
す

る
た
め
︑
学
識
経
験
者
の
ほ
か
公
募

区
民
等
か
ら
な
る
委
員
会
を
設
置
し
︑

外
部
評
価
を
行
い
ま
す
の
で
︑
区
民

の
立
場
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
委

員
を
募
集
し
ま
す
︒
今
回
は
︑
後
期

計
画
初
年
度
︵
平
成

年
度
︶
の
全

28

事
業
に
対
す
る
点
検
評
価
を
行
い
ま

す
︒▢人

歳
以
上
の
区
民
の
方
�

人

20

︵
選
考
︶
﹇
任
期
﹈
�

月
～
平
成

年
30

	
月
︵
委
員
会
は
︑
平
日
の
日
中
ま

た
は
夜
間
約
�
時
間
を
	
回
程
度
予

定
︶
﹇
謝
礼
金
﹈
�

回
�
︑
�

�

�

円

︵
税
込
︑
交
通
費
込
︶﹇
選
考
結
果
﹈
�

月
中
に
応
募
者
全
員
に
通
知

▢締
�
月

日
︵
水
︶
消
印
有
効

10

▢申
﹁
東
京
�
�
�
�
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
新
し
い
時

代
に
向
け
た
教
育
﹂
を
テ
ー
マ
に
意

見
を
�
�
�
字
程
度
︵
Ａ


用
紙
︶

に
ま
と
め
︑
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
︑

〒

︱

区
役
所
庶
務
課
教
育
政
策

135

8383

調
整
係
へ
郵
送

☎
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�


�
)
�
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�

℻

(
�
�

�
)
�

�
�

こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
︑

図
書
館
︑
Ｈ
Ｐ
で
公
開

﹁
長
期
計
画
の
展
開
�
�
�
�
﹂

は
︑
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

︵
区
役
所
�
階
︶
︑
各
図
書
館
︑
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
︒

※
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
頒
布
も
し
て
い
ま
す
︒

﹇
頒
布
価
格
﹈
�
�
�
円

▢問
企
画
課
計
画
担
当

☎
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�
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(
	
�


)
�
�
�
�

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
う
国

民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
一
部
負
担
金
︑
介
護
保
険
の
利
用

者
負
担
金
は
︑
区
が
交
付
す
る
証
明

書
等
の
提
示
に
よ
り
免
除
さ
れ
ま
す
︒

ま
た
︑
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護

保
険
料
も
減
免
さ
れ
ま
す
︒
平
成
28

年
度
に
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
方

に
は
︑
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

▢人
東
日
本
大
震
災
で
︑
帰
還
困
難

区
域
等
︑
上
位
所
得
層
︵
※
�
︶
を

除
く
旧
避
難
指
示
区
域
等
お
よ
び
平

成

年
度
に
指
定
が
解
除
さ
れ
た
旧

28
居
住
制
限
区
域
等
に
お
い
て
被
災
し
︑

転
入
さ
れ
た
方

﹇
延
長
期
間
﹈

①
帰
還
困
難
区
域
等
お
よ
び
上
位
所

得
層
︵
※
�
︶
を
除
く
旧
避
難
指
示

区
域
等
・
平
成

年
度
に
指
定
が
解

28

除
さ
れ
た
旧
居
住
制
限
区
域
等
か
ら

の
転
入
者

・
国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
・
後

期
高
齢
者
医
療
一
部
負
担
金
・
介
護

保
険
利
用
者
負
担
金
の
免
除
：
平
成

年
�
月

日
︵
水
︶
ま
で

30

28

・
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料

の
減
免
：
平
成

年
	
月
分
ま
で

30

②
平
成

年
度
に
指
定
が
解
除
さ
れ

28

た
旧
居
住
制
限
区
域
等
か
ら
の
転
入

で
上
位
所
得
層
︵
※
�
︶
の
方

・
延
長
期
間
は
い
ず
れ
も
平
成

年
29


月
末
︵
※
�
︶
ま
で

※
�
：
医
療
保
険
は
加
入
者
全
員
の

年
間
所
得
額
の
合
計
金
額
が
�
�
�

万
円
を
超
え
る
世
帯
︑
介
護
保
険
は

被
保
険
者
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が

�
	
	
万
円
以
上
︵
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
︶

※
�
：
保
険
料
の
減
免
は
︑
平
成
29

年


月
か
ら

月
ま
で
に
相
当
す
る

月
割
算
定
額

▢問
﹇
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
こ
と
﹈

医
療
保
険
課
保
険
給
付
係

☎
(
	
�


�
)
	
�
�
�

医
療
保
険
課
資
格
賦
課
係

☎
(
	
�


�
)
�
�
�
�

℻

(
	
�


�
)
�




	

﹇
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と
﹈

介
護
保
険
課
給
付
係

☎
(
	
�


�
)




�

介
護
保
険
課
資
格
保
険
料
係

☎
(
	
�


�
)




	

℻

(
	
�


�
)



�
�

森
下
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
に
伴

い
︑
�
月
中
旬
か
ら
平
成

年
	
月

32

末
︵
予
定
︶
ま
で
森
下
駅
Ａ
	
出
入

口
横
の
区
立
森
下
駅
自
転
車
駐
車
場

を
休
止
し
ま
す
︒
休
止
日
の
詳
細
が

決
ま
り
し
だ
い
︑
現
地
管
理
室
で
ご

案
内
し
ま
す
︒
休
止
中
は
森
下
駅
第

二
自
転
車
駐
車
場
︵
一
時
利
用
︶
︑

森
下
駅
地
下
自
転
車
駐
車
場
︵
一
時

・
定
期
利
用
︶
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

工
事
終
了
後
は
︑
自
転
車
駐
車
場
を

再
整
備
し
︑
運
営
を
再
開
し
ま
す
︒

な
お
︑
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
状
況

等
の
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

﹇
森
下
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
に
関

す
る
問
合
先
﹈
東
京
都
交
通
局
建
設

工
務
部
計
画
改
良
課

☎
(
�
	
�
�
)
�
�


�

﹇
森
下
駅
自
転
車
駐
車
場
に
関
す
る

問
合
先
﹈
指
定
管
理
者
︵
株
︶
ソ
ー
リ

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
�
�
)


�
�
�

▢問
交
通
対
策
課
自
転
車
対
策
係

☎
(
	
�


�
)


�
�


℻

(
	
�


�
)

�
�
�
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例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

臨時福祉給付金(経済対策分)に関するお問い合わせは、コールセンターまたは相談窓口へ

〇江東区臨時福祉給付金コールセンター☎0570-06-9292［受付時間］月〜金曜の9：00〜17：15(祝日は除く)※通話料がかかります。

なお、つながらない場合は、☎6832-7732〇相談窓口［場所］区役所8階［受付時間］月〜金曜の9：00〜17：00(祝日は除く)

5月度セミナー 参加者募集
5月は、働くにあたっての課題整理や就職活動に向けての準備を目
的としたセミナーを実施します。初めて就職活動をされる方はもちろ
ん、「自分の将来設計を考えたい」、「働き方を見直したい」という方も
ぜひご参加ください▢時 ▢内 下表のとおり▢場 こうとう若者・女性し
ごとセンター(亀戸2-19-1カメリアプラザ9階)▢費 無料▢申 4／15(土)
9：30から電話でこうとう若者・女性しごとセンター☎5836-5160、℻

3637-2351▢HP http://koto-shigoto.jp/

ビジネスの現場ですぐ使える
OAスキルアップ研修(Word中級編)

テーマ

※詳しくはお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
※初めて当センターをご利用の場合には、利用登録が必要になります。

39歳以下の方
性別不問

5／10(水)10：00〜12：00 女性

5／30(火)13：30〜15：30

女性5／9(火)10：00〜12：00

対象日程

5／18(木)10：00〜12：00

女性のための再就職準備講座15人5／24(水)10：00〜12：00

就活のモヤモヤ解消！気持ちを切り替えるワ
ークショップ

6人

15人

10人

10人

定員
(申込順)

5／27(土)13：30〜15：30

自己分析で見つけよう！自己PR・自己紹介のネタ探し講座

ビジネスの現場ですぐ使える
OAスキルアップ研修(Excel中級編)

どなたでも

39歳以下の方
性別不問

女性

女性

ファイナンシャルプランから考えるキャリア
デザイン 将来設計見える化講座

20人5／16(火)13：30〜15：30

働く自信が湧くマインドセット講座20人

区
で
は
︑
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管

理
組
合
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
経
営

者
が
︑
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
な
修

繕
に
計
画
的
に
対
応
す
る
目
的
で
︑

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
有
部
分
ま
た

は
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
賃
貸
部
分
に

つ
い
て
︑
修
繕
の
場
所
や
時
期
︑
工

事
内
容
︑
所
要
金
額
等
の
調
査
を
行

っ
た
場
合
︑
調
査
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
︒

﹇
対
象
物
件
﹈
区
内
の
建
築
後
�
年
以

上
経
過
し
た
耐
火
構
造
の
マ
ン
シ
ョ

ン
︵
社
宅
や
社
員
寮
を
除
く
︶

﹇
申
込
資
格
﹈
過
去

年
以
内
に
調
査

10

費
の
助
成
を
受
け
て
お
ら
ず
︑
そ
れ

ぞ
れ
次
の
事
項
が
す
べ
て
当
て
は
ま

る
方

○
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
の

方
・
管
理
組
合
が
適
正
に
運
営
さ
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

・
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
︑
管
理
組

合
で
決
議
さ
れ
て
い
る
こ
と

○
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
経
営
者

・
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と

・
住
民
税
ま
た
は
法
人
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

﹇
助
成
金
額
﹈
助
成
対
象
項
目
の
調
査

費
用
の
�
分
の
�
︵
千
円
未
満
の
端

数
は
切
り
捨
て
︶
の
額
と
戸
数
規
模

に
応
じ
て
定
め
て
い
る
助
成
限
度
額

を
比
較
し
て
︑
金
額
の
低
い
方
が
助

成
金
額
と
な
り
ま
す
︒

助
成
対
象
項
目
︑
必
要
書
類
︑
助

成
限
度
額
等
︑
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
︒

▢申
調
査
を
実
施
す
る
�
か
月
前
ま

で
に
必
要
書
類
を
添
え
て
住
宅
課
住

宅
指
導
係
︵
区
役
所
�
階
�
番
︶
窓

口
で

☎
(
�


�
�
)

�
�
�

℻

(
�


�
�
)

�


�

年
々
増
加
す
る
高
齢
者
の
孤
独
死

や
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
に
は
︑
地
域

の
見
守
り
や
支
え
合
い
が
不
可
欠
で

す
︒
区
で
は
︑
地
域
で
支
え
合
い
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
﹁
高
齢
者
地

域
見
守
り
支
援
事
業
﹂
の
サ
ポ
ー
ト

地
域
を
募
集
し
︑
応
募
い
た
だ
い
た

地
域
の
皆
さ
ん
と
�
年
間
を
か
け
て

次
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
︑
住
民
主

体
で
無
理
な
く
継
続
で
き
る
見
守
り

体
制
の
構
築
を
支
援
し
て
い
ま
す
︒

○
先
進
的
な
活
動
団
体
等
の
視
察

○
こ
れ
か
ら
の
地
域
に
求
め
ら
れ
る

支
え
合
い
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

○
地
域
の
課
題
を
見
つ
け
る
た
め
の

﹁
支
え
合
い
マ
ッ
プ
﹂
づ
く
り

○
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
見
守
り
プ

ラ
ン
の
作
成
・
実
践

○
見
守
り
拠
点
の
開
設
助
成

▢締
�
月

日
︵
水
︶

31

▢申
町
会
・
自
治
会
・
管
理
組
合
等

の
単
位
で
︑
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
︑

長
寿
応
援
課
地
域
支
え
合
い
係
に
フ

ァ
ク
ス
︑
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
︑
窓

口
︵
区
役
所
�
階
�
番
︶
で

☎
(
�


�
�
)

�


�

℻

(
�


�
�
)

�
�
�

▢ｅ
2
1
1
1
0
2
@
c
ity
.k
o
to
.lg
.jp

平
成

年
度
サ
ポ
ー
ト
地
域
に

28

よ
る
活
動
実
践
発
表
会
を
開
催

区
民
の
皆
さ
ん
と
見
守
り
・
支
え

合
い
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
化
す
る
た

め
︑
昨
年
度
の
サ
ポ
ー
ト
地
域
の
皆

さ
ん
が
活
動
の
成
果
を
発
表
し
︑
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
午
後
�
時
半
～

13

�
時
半

▢場
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
�
階
研
修
室

▢人
区
内
在
住
の

方
�
�
�
人
︵
申
込
順
︶

▢費
無
料

▢申
�
月

日
︵
月
︶
か
ら
江
東
区

17

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
推
進
課

地
域
支
援
係
︵
東
陽


︱

�
︱

高
17

齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
階
︶
へ

電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�


�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�


�
�
)
�
�
�
�

区
で
は
︑
正
社
員
お
よ
び
パ
ー
ト

タ
イ
ム
の
就
職
面
接
会
を
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
木
場
と
共
催
し
ま
す
︒
今
回
は
︑

亀
戸
近
隣
が
就
業
場
所
の
企
業

社
10

程
度
の
採
用
担
当
者
と
直
接
面
接
が

で
き
ま
す
︒

※
求
人
企
業
と
求
人
内
容
︑
そ
の
他

詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ
︵

▢
h
t
t
p
:
/
/
t
o
k
y
o
-

HP

h
e
llo
w
o
r
k
.js
ite
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

lis
t/
k
ib
a
.h
tm
l︶
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
︑
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日
︵
火
︶
午
後
�
時
半

25

～
�
時
︵
受
付
は
午
後
�
時
～
�
時

半
︶

▢場
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
�
階
大

研
修
室
︵
亀
戸
�
︱

︱

�
︶

▢人

19

正
社
員
ま
た
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
職

区
内
中
小
企
業
に
勤
務
す
る
新
入

社
員
か
ら
入
社
�
年
目
ま
で
の
若
手

社
員
が
︑
﹁
自
ら
考
え
︑
自
ら
行
動

す
る
＝
自
律
考
動
で
き
る
人
財
﹂
に

な
る
た
め
の
研
修
を
開
催
し
ま
す
︒

若
手
社
員
自
ら
が
﹁
わ
か
る
﹂
か
ら

﹁
で
き
る
﹂
へ
︑
そ
し
て
﹁
活
か
せ

る
﹂
自
分
に
な
る
た
め
に
何
を
す
べ

き
か
を
︑
段
階
を
踏
み
な
が
ら
お
伝

え
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
金
︶
午
後
�
時
～

12

�
時

▢場
こ
う
と
う
若
者
・
女
性
し

ご
と
セ
ン
タ
ー
︵
亀
戸
�
︱

︱

�

19

カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ

階
︶

▢人
区
内

中
小
企
業
に
勤
務
す
る
新
入
社
員
・

入
社
�
年
目
ま
で
の
若
手
社
員
※
企

業
に
よ
る
申
込

▢費
無
料

▢内
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
︑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
︑
企
業
の
あ
り
方
・
目
的
の

再
確
認
︑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
な
ど
※
詳
細
は
︑
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

を
希
望
す
る
方

▢費
無
料

▢内
事
務

・
軽
作
業
な
ど
を
中
心
と
し
た
求
人

企
業
に
よ
る
就
職
面
接
会

﹇
持
ち
物
﹈
履
歴
書
︵
写
真
貼
付
︶
※

面
接
は
複
数
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
希

望
す
る
社
数
分
ご
用
意
く
だ
さ
い
︒

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢問
経
済
課
雇
用
推
進
担
当

☎
(
�


�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�


�
�
)
�
�
�
�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場
事
業
所
第
一
部

門

☎
(
�


�
�
)
�


�
�

▢申
電
話
で
こ
う
と
う
若
者
・
女
性

し
ご
と
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
�


)
�
�


�

▢問
経
済
課
雇
用
推
進
担
当

☎
(
�


�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�


�
�
)
�
�
�
�

▢
h
ttp
:/
/
k
o
to
-s
h
ig
o
to
.jp
/

HP区
内
中
小
企
業
の
若
手
人
材
の
不

足
を
解
消
す
る
た
め
の
雇
用
創
出
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
︒
�
か
月

程
度
の
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
等
の
研
修
に

参
加
し
た
若
者
を
︑
区
内
中
小
企
業

が
就
業
実
習
と
し
て

か
月
程
度
受

3

け
入
れ
︑
そ
の
後
に
正
規
社
員
と
し

て
雇
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取

り
組
み
で
す
︒
中
小
企
業
と
若
者
の

双
方
に
と
っ
て
将
来
性
を
育
む
雇
用

の
創
出
を
目
指
し
ま
す
︒
研
修
生
は

研
修
・
実
習
期
間
中
︑
区
が
事
業
運

営
を
委
託
す
る
企
業
に
契
約
社
員
と

し
て
採
用
さ
れ
︑
給
与
︵
月
額

万
15

円
程
度
︶
が
支
給
さ
れ
ま
す
︒

参
加
企
業
募
集

﹇
企
業
向
け
説
明
会
﹈

�
月

日
︵
金
︶
午
後
�
時
～
�
時
︑

21

�
月

日
︵
木
︶
午
前

時
～
正
午
︑

27

11

�
月

日
︵
水
︶
午
後
�
時
～
�
時

17

﹇
募
集
条
件
﹈
次
の
�
点
を
満
た
す
中

小
企
業
基
本
法
に
規
定
さ
れ
る
中
小

企
業

○
江
東
区
内
に
本
社
も
し
く
は
主
た

る
事
業
所
が
あ
る

○
本
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
し
︑
研
修

生
の
受
入
後
︑
正
規
雇
用
で
の
採

用
を
予
定
す
る

﹇
就
業
実
習
期
間
﹈

�
月
～

月
末
︵
予
定
︶

10

参
加
者
募
集

﹇
参
加
者
向
け
説
明
会
・
面
接
会
﹈

�
月

日
︵
水
︶
午
前

時
～
正
午
︑

19

10

�
月

日
︵
土
︶
午
後
�
時
～
�
時
︑

22

�
月

日
︵
火
︶
午
後
�
時
～
�
時

▢人
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
時
点
で
正

規
雇
用
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
か
つ
就
職

の
予
定
が
な
い

歳
以
下
の
若
者

29

12

人
︵
書
類
お
よ
び
面
接
の
う
え
︑
区

民
を
優
先
し
選
考
︶

﹇
研
修
・
就
業
実
習
期
間
﹈



月
～

月
末
︵
予
定
︶

10

※
い
ず
れ
も
﹇
説
明
会
・
面
接
会
会

場
﹈
こ
う
と
う
若
者
・
女
性
し
ご
と

セ
ン
タ
ー
︵
亀
戸
�
︱

︱

�
カ
メ

19

リ
ア
プ
ラ
ザ

階
︶

﹇
委
託
事
業
者
﹈︵
株
︶
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
︵
許
可
番
号
︵
派
︶

︱

�
�

13

�
�

�
・

︱

ユ
︱

�
�
�
�
�

13

�
︶▢申

電
話
で
こ
う
と
う
若
者
・
女
性

し
ご
と
セ
ン
タ
ー

﹇
企
業
﹈
☎
(
�
�
�


)
�
�


�

﹇
参
加
者
﹈
☎
(
�
�
�


)
�
�


�

℻

(
�


�
�
)
�
�
�
�
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児童虐待かな？と思ったら
ご連絡ください

江東区こども虐待ホットライン

☎3646
サ ブ ロ ウ シ ロ ウ

-5481
ゴヨウハイチバン

［相談日］月〜土曜（年末年始(12／29〜1／3)・祝日除く）9：00〜18：00
［夜間・休日の緊急時］警察署☎110 児童相談所全国共通ダイヤル189

イチハヤク

※連絡は匿名でも行えます。虐待をß疑ったらà勇気を出してご連絡を

区
で
は
︑
年
齢
︑
性
別
︑
国
籍
︑

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
多
様
な

人
々
が
安
全
・
安
心
︑
快
適
に
過
ご

せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
︑
Ｕ
Ｄ

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
い
ま
す
︒
今
年
度
は
︑
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見

据
え
た
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
向

上
﹂
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
す
︒

障
害
者
︑
高
齢
者
︑
子
育
て
中
の

方
︑
外
国
籍
の
方
や
興
味
の
あ
る
方

は
︑
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
後
�
時
半

21

～
�
時
半
︵
第
�
回
︶
※

月
ま
で

12

に
全
�
回
開
催
予
定
︒
原
則
土
・
日

曜
を
予
定

▢場
区
役
所
�
階
第

会
議
室

71

▢人

人
︵
居
住
地
域
や
応
募
動
機

30

を
参
考
に
選
考
︶

▢内
Ｕ
Ｄ
視
点
に

お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
時
の
コ

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
発
達
に
支

援
を
必
要
と
す
る
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
と
し
た
療
育
グ
ル
ー
プ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
︵
日
程
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︶
︒

﹇
小
学
生
グ
ル
ー
プ
﹈

▢時
�
月

日
～
平
成

年
	
月

24

30

14

日
の
第


・
�
水
曜
︵
長
期
休
業
中

を
除
く
全

回
︶
午
後
	
時
～
�
時

16

▢人
な
る
べ
く
休
ま
ず
参
加
で
き
る

小
学


～
�
年
生
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者
�
組
程
度
︵
面
接
相
談
に

よ
り
決
定
︶
※
特
別
支
援
学
級
・
特

別
支
援
学
校
在
籍
の
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん

﹇
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
﹈

▢時
�
月

日
︑
�
月
�
日
・

日
︑

18

15

日
︑
�
月

日
︑
�
月

日
︑
�

29

13

31

月

日
・

日
︵
木
曜
全
�
回
︶
午
前

14

28

時
～

時
半

▢人
な
る
べ
く
休
ま

10

11

ず
参
加
で
き
る
小
学
�
年
生
ぐ
ら
い

ま
で
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
保
護
者
�

人
程
度
︵
面
接
相
談
に
よ
り
決
定
︶

﹇
保
護
者
の
た
め
の
学
習
会
①
﹈

▢時
�
月

日
︵
土
︶
午
前

時
～

17

10

正
午

▢人
区
内
在
住
で
発
達
支
援
を

必
要
と
す
る
こ
ど
も
の
保
護
者

人
40

︵
抽
選
︶

▢内
発
達
障
害
支
援
︱

思
春

期
を
迎
え
て
︱

▢師
渡
邊
慶
一
郎

︵
東
京
大
学
学
生
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
本
部
精
神
保
健
支
援
室
医
師
︶

﹇
保
護
者
の
た
め
の
学
習
会
②
﹈

▢時
�
月

日
︵
土
︶
午
前

時
～

29

10

正
午

▢人
区
内
在
住
で
発
達
支
援
を

必
要
と
す
る
こ
ど
も
の
保
護
者

人
40

︵
抽
選
︶

▢内
発
達
障
害
支
援
︱

小
児

科
医
の
立
場
か
ら
︱

▢師
星
加
明
徳

︵
医
師
︑
東
京
医
科
大
学
名
誉
教
授
︶

﹇
思
春
期
講
座
﹈

▢時
�
月
	
日
・

日
︑
�
月
�
日
・

17

日
︑
�
月

日
︵
土
曜
全
�
回
︶

22

26

午
前

時
～
正
午
※
﹁
保
護
者
の
た

10

め
の
学
習
会
①
﹂
お
よ
び
思
春
期
の

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
や
支
援
方

法
の
考
案
・
検
証

▢締
�
月
�
日
︵
月
︶
必
着

▢申
は
が
き
︑
フ
ァ
ク
ス
に
①
郵
便

番
号
・
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
連
絡

先
︵
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
︶

⑤
応
募
の
動
機
⑥
手
話
通
訳
等
が
必

要
な
場
合
は
そ
の
旨
を
記
入
し
︑
〒

︱

区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

135

8383

ま
ち
づ
く
り
担
当
へ
※
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す
︒

☎
(
	
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
	
�
�
�
)
�
�
�
�

児
童
館
・
児
童
会
館
は
︑
乳
幼
児
・

小
学
生
か
ら
中
高
生
ま
で
と
︑
保
護

者
の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
施
設
で
す
︒

赤
ち
ゃ
ん
や
小
学
生
・
中
高
生
も

気
軽
に
遊
び
に
行
け
ま
す
︒

卓
球
や
工
作
︑
児
童
館
ま
つ
り
な

ど
︑
こ
ど
も
た
ち
の
好
み
や
年
齢
に

あ
っ
た
活
動
を
通
し
て
︑
だ
れ
も
が

遊
び
︑
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
す
︒
ひ
と
り
で
も
︑
仲
間
同
士
で

も
︑
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

み
ん
な
が
楽
し
み
︑
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
︒

中
学
生
・
高
校
生
の
た
め
の
居
場

所
づ
く
り
や
行
事
を
行
っ
て
い
る
施

設
も
あ
り
ま
す
︒

各
館
の
催
し
等
の
情
報
は
︑
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
︒

子
育
て
ひ
ろ
ば

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
︑

親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
友
達
づ
く
り
︑

情
報
交
換
の
場
と
し
て
﹁
子
育
て
ひ

ろ
ば
事
業
﹂
を
全
館
で
実
施
し
て
い

ま
す
︒
体
操
や
季
節
行
事
等
を
取
り

入
れ
て
︑
み
ん
な
で
楽
し
く
子
育
て

が
で
き
る
集
い
で
す
︒

▢問
左
表
の
と
お
り

思
春
期
の
入
口
に
立
と
う
と
し
て

い
る
わ
が
子
を
理
解
し
︑
子
育
て
を

楽
し
む
親
力
を
育
て
る
講
座
で
す
︒

▢時
�
月

日
︑
�
月
�
日
・

日
︑

25

22

�
月
�
日
︵
木
曜
全
�
回
︶
午
前
�

時
半
～

時
半

▢場
教
育
セ
ン
タ
ー

11

︵
東
陽


︱

	
︱

�
︶

▢人
区
内
在
住

の
小
学
校
中
学
年
の
こ
ど
も
の
保
護

者
︑
子
育
て
支
援
者

人
︵
抽
選
︶

35

▢内
﹁
み
ん
な
は
ど
う
し
て
い
る
ん

だ
ろ
う
︑
ス
マ
ホ
﹂
﹁
発
達
障
害
を

理
解
し
た
い
﹂
﹁
新
し
い
学
習
指
導

要
領
﹂
﹁
中
学
校
へ
の
進
学
を
め
ぐ

っ
て
﹂
に
つ
い
て
講
義
・
ワ
ー
ク

▢師
武
藤
和
彦
︵
教
諭
︶
︑
森
山
徹

︵
む
さ
し
の
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
︶
︑

区
民
︑
区
指
導
室
長

▢締
�
月

日
︵
火
︶
消
印
有
効

25

▢申
は
が
き
に
①
講
座
名
②
郵
便
番

号
・
住
所
③
電
話
番
号
④
氏
名
︵
ふ

り
が
な
︶
⑤
こ
ど
も
の
性
別
と
学
年

を
記
入
し
︑
〒

︱

区
役
所
庶
務

135

8383

課
社
会
教
育
担
当
へ
※
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す

☎
(
	
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
含
ま

れ
ま
す

▢人
な
る
べ
く
休
ま
ず
参
加

で
き
る
小
学
�
年
生
か
ら
中
学
生
の

お
子
さ
ん
を
も
つ
保
護
者

人
程
度

10

︵
面
接
相
談
に
よ
り
決
定
︶

※
い
ず
れ
も

▢場
教
育
セ
ン
タ
ー

︵
東
陽


︱

	
︱

�
︶

▢費
無
料

▢締
�
月

日
︵
金
︶
※
﹁
保
護
者

28

の
た
め
の
学
習
会
①
②
﹂
の
み
各
開

催
日
の
�
週
間
前

▢申
�
月

日
︵
火
︶
か
ら
電
話
で

18

教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
室
︵
午
前

�
時
～
午
後
�
時
︶

☎
(
	
�
�
�
)
	
�
	
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

結
婚
や
妊
娠
・
出
産
・
夫
の
転
勤

や
引
っ
越
し
・
介
護
な
ど
で
キ
ャ
リ

ア
を
中
断
し
て
い
る
女
性
が
︑
一
歩

踏
み
出
す
勇
気
と
自
信
を
取
り
戻
し
︑

自
分
ら
し
く
輝
く
た
め
の
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
を
考
え
る
講
座
で
す
︒

▢時
�
月

日
︵
木
︶
午
前

時
～

11

10

正
午

▢場
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
	
階
第
�
・


研
修
室
︵
扇
橋

	
︱

︱




パ
ル
シ
テ
ィ
江
東
内
︶

22

▢人

人
︵
申
込
順
︶

▢費
無
料

30

▢師
上
原
祥
子
︵
キ
ャ
リ
ア
・
リ
ン

グ
代
表
︶

▢保
幼
児
︵
�

歳
�

か
月

～
就
学
前
︶

人
程
度
︑
無
料
︑
申

15

込
時
要
予
約
︵
申
込
順
︶
※
�
歳
�

か
月
未
満
の
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の

方
は
︑
別
室
で
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

受
講
で
き
ま
す
︒

﹇
企
画
・
運
営
﹈
第

期
パ
ル
カ
レ
ッ

24

ジ
修
了
生
﹁
き
ら
き
ら
女
活
チ
ー
ム
﹂

▢申
�
月

日
︵
土
︶
か
ら
男
女
共

15

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
に
電
話
ま
た

は
窓
口
で
☎
︵
�
�
�
	
︶
�
	
�
�

℻

(
�
�
�
	
)
�
	
�
�

	
月

日
︑
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

12

で
石
田
波
郷
記
念
館
﹁
は
こ
べ
ら
﹂

俳
句
大
会
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
︒
焦
土
か
ら
た
く
ま
し
く
た
ち
あ

が
る
下
町
の
情
景
を
句
に
詠
ん
だ
石

田
波
郷
を
顕
彰
す
る
こ
の
大
会
に
︑

今
年
は
�
�


句
の
投
句
を
い
た
だ

き
ま
し
た
︒
授
賞
式
で
は
は
こ
べ
ら

賞
︑
石
田
波
郷
記
念
館
賞
の
ほ
か
特

選

句
︑
入
選

句
の
入
賞
者
の

15

50

方
々
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
︑
選
者
に

よ
る
講
評
︑
波
郷
の
俳
句
や
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
︒

▢問
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
(
	
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
	
�

火〜土曜、第
2・4日曜（こ
どもの日以外
の祝日を除
く）

開館日

※1 改修工事のため、6／29(木)〜平成30年3／13(火)まで休館予定
※2 改修工事のため、7／1(土)〜平成30年3月末まで休館予定
○開館時間、休館日等については各館にお問い合わせください。

古石場1-11-11古石場児童館

住吉1-9-8

3685-5944

児童会館

森下3-14-6

亀戸2-1-19

森下児童館

所在地

亀戸児童館

施設名

平野1-2-3平野児童館※2

3529-1795東雲2-4-4-102東雲児童館

3647-0108千田21-18

3633-6911

3641-9532

3635-1535

問合先

千田児童館

火〜土曜、第1・
2・4・5日曜(こ
どもの日以外
の祝日を除く)

北砂5-20-5-101小名木川児童館※1

3646-0462東砂7-15-3東砂児童館

3646-1814東砂2-13-13東砂第二児童館

3649-8507南砂2-3-17南砂児童館

月〜土曜、第
1・3・5日曜（こ
どもの日、敬
老の日以外の
祝日を除く）

3643-1903

亀戸1-24-6亀戸第二児童館

3636-5341亀戸7-39-9亀戸第三児童館

3682-9494大島7-28-1-104大島児童館

3637-2591大島4-5-1大島第二児童館

3646-1941

塩浜2-5-20塩浜児童館

3531-2079豊洲4-10-4-111豊洲児童館

3521-3261辰巳1-1-36辰巳児童館

3647-8190東陽5-16-13東陽児童館

3685-8098

3647-3902

▲乳幼児・保護者も行事に参
加(ベビーマッサージ)
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凡

例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

区では、日曜10：00〜10：20と水曜18：00〜18：10に、FM放送でタイムリーな区政情報やまちの話題を提供しています［番組名］ラジオこうとう
［チャンネル］79.2MHz(レインボータウンFM)※インターネット(サイマル・リスラジ)でもお聴きになれます

春
に
は
新
緑
に
包
ま
れ
︑
初
夏
に

は
し
ゃ
く
な
げ
大
群
落
が
見
ご
ろ
を

迎
え
ま
す
︒
渓
谷
散
策
で
季
節
の
移

り
変
わ
り
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

▢場
山
梨
県
山
梨
市
三
富
地
区
民
宿

	
軒
︑
旅
館
	
軒
﹇
交
通
﹈
電
車
：
Ｊ

Ｒ
中
央
本
線
塩
山
駅
ま
た
は
山
梨
市

駅
下
車
バ
ス

～

分
／
車
：
中
央

40

55

高
速
道
路
勝
沼
イ
ン
タ
ー
か
ら

～
35

分

▢人
江
東
区
の
国
民
健
康
保
険

55お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
の
ほ
か
︑
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

ま
す
﹇
利
用
料
金
﹈
大
人
︵
中
学
生
以

上
︶
�
︑
�
�
�
円
～
�
�
︑
�
�
�

円
︵
�
泊


食
付
︑
消
費
税
・
入
湯

税
込
︒
小
学
生
・
幼
児
料
金
お
よ
び

年
末
年
始
等
は
別
途
設
定
あ
り
︶
※

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
で
保
険
料
の
未
納
が
な
い
方
は
︑

年
度
内


泊
ま
で
�
人
�
泊
に
つ
き



︑
�
�
�
円
︵
小
学
生


︑
�
�
�

円
︑
未
就
学
児
�
︑
�
�
�
円
︶
の
助

成
が
あ
り
ま
す
︒
区
外
に
お
住
ま
い

の
方
は
一
般
料
金
で
ご
利
用
で
き
ま

す
︒▢申

①
宿
泊
初
日
の
属
す
る
月
の



か
月
前
の
�
日
か
ら
︑
電
話
で
﹁
道

の
駅
み
と
み
観
光
案
内
係
︵
☎
�
�

�
	
︵
	
�
︶


�
�
�
※
火
曜
定

休
︶
﹂
に
申
込
︑
予
約
番
号
と
宿
泊

施
設
を
控
え
て
く
だ
さ
い
②
予
約
後
︑

医
療
保
険
課
医
療
保
健
係
へ
電
話
︒

予
約
番
号
・
宿
泊
者
全
員
の
氏
名
な

ど
を
伺
い
ま
す
③
後
日
郵
送
さ
れ
る

利
用
券
を
添
え
て
︑
利
用
料
金
を
現

地
で
お
支
払
い
︒

詳
細
は
︑
医
療
保
険
課
︵
区
役
所



階
�
番
︶
︑
各
出
張
所
等
に
あ
る

チ
ラ
シ
ま
た
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
︒
現
地
の
観
光
情
報

は
山
梨
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵

▢HP

h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.y
a
m
a
n
a
s
h
i.

y
a
m
a
n
a
s
h
i.jp
/
︶
が
便
利
で
す
︒

▢問
医
療
保
険
課
医
療
保
健
係

☎
(
	
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
	
�
�
�
)
�
�
�
	

テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
が
主
催
す
る

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
エ
教
室
の
こ
ど
も
た

ち
に
よ
る
公
演
で
す
︒
第
�
部
は
幕

開
け
を
飾
る
華
麗
な
る
﹁
ブ
リ
リ
ア

ン
ト
・
プ
ロ
ロ
ー
グ
﹂
︒
第


部
は

古
典
バ
レ
エ
の
名
作
﹁
眠
れ
る
森
の

美
女
﹂
を
お
届
け
し
ま
す
︒

▢時
�
月
�
日
︵
木
・
祝
︶
午
後
	

時
開
演
※
音
楽
は
録
音
し
た
も
の
を

使
用

▢場
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
大
ホ

ー
ル
︵
住
吉


︱

︱

︶

▢人
�
歳

28

36

以
上

▢費
全
席
指
定


︑
�
�
�
円

▢保
未
就
学
児
︵
有
料
・
要
申
込
︶

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢申
電
話
で
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
チ

ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

☎
(
�
�


�
)
	
	
	
	

℻

(
	
�
	
�
)
�
�
�
�

今
回
は
館
収
蔵
の
﹁
江
戸
名
所
図

会
﹂
﹁
絵
本
江
戸
土
産
﹂
﹁
東
都
歳
事

記
﹂
﹁
利
根
川
図
志
﹂
な
ど
を
展
示

し
︑
描
か
れ
て
い
る
江
戸
と
そ
の
周

辺
の
地
域
情
報
︑
名
所
︑
名
物
を
ご

覧
い
た
だ
き
︑
地
誌
資
料
の
魅
力
を

ご
紹
介
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
水
︶
～
�
月

日

26

28

︵
日
︶
午
前
�
時
半
～
午
後
�
時
︵
入

館
は
午
後
�
時
半
ま
で
︶
※
月
曜
休

館
︵
祝
日
の
場
合
は
翌
日
︶

▢費
大
人


�
�
円
︑
小
中
学
生
50

円
︵
観
覧
料
︶

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢場

▢問
中
川
船
番
所
資
料
館
︵
大

島
�
︱

�
︱

︶
15

☎
(
	
�
	
�
)
�
�
�
�

℻

(
	
�
	
�
)
�
�
�
�

地
域
住
民
と
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

が
協
働
し
作
成
す
る
︑
亀
戸
の
絵
本

﹁
亀
戸
物
語
﹂
の
�
巻
目
が
完
成
し

ま
し
た
︒
こ
の
絵
本
は
︑
歴
史
が
あ

り
多
く
の
言
い
伝
え
が
残
る
亀
戸
の

こ
と
を
地
域
の
こ
ど
も
た
ち
に
伝
え
︑

残
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
作
成
が

始
ま
り
ま
し
た
︒

最
終
巻
と
な
る
今
回
は
古
く
か
ら

残
る
道
筋
﹁
あ
さ
く
さ
古
道
﹂
と
亀

戸
七
福
神
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

﹇
閲
覧
場
所
﹈
亀
戸
図
書
館
︵
亀
戸
�

︱

︱

�
︶
︑
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

39

︵
亀
戸


︱

︱

�
︶
※
絵
本
の
販

19

売
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

▢問
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�


�
)


�


�

℻

(
�
�


�
)


�


�

経
験
者
コ
ー
ス

▢人
①
個
人
レ
ッ
ス
ン
︵

分
︶：
対

45

象
の
楽
器
経
験
が
あ
る
小
学
生
以
上

の
方
※
経
験
年
数
は
不
問
②
パ
ー
ト

レ
ッ
ス
ン
︵

分
︶：
ア
マ
チ
ュ
ア
オ

60

ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ク
ラ
ブ
活
動
等
で
活

躍
中
の
方
︵
�
人
ま
で
の
パ
ー
ト
レ

ッ
ス
ン
︒
同
じ
楽
器
︑
曲
目
に
限

る
︶︵
抽
選
︶﹇
対
象
楽
器
﹈
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
・
ヴ
ィ
オ
ラ
・
チ
ェ
ロ
・
コ
ン

ト
ラ
バ
ス
・
フ
ル
ー
ト
・
オ
ー
ボ
エ

・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
・

ホ
ル
ン
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
・
テ
ュ
ー
バ
︵
ユ
ー
フ
ォ
ニ

ア
ム
も
可
︶
※
各
自
持
参

▢費
①
大

人
	
︑
�
�
�
円
︑
小
中
学
生


︑
�

�
�
円
②
大
人
�
人
	
︑
�
�
�
円
︑

小
中
学
生
�
人


︑
�
�
�
円

は
じ
め
て
の
楽
器
体
験
コ
ー
ス

▢人
小
学
�
年
生
以
上
︵
抽
選
︶

▢費
大
人
	
︑
�

�

�

円
︑
小
中
学

生


︑
�
�
�
円
※
楽
器
レ
ン
タ
ル

を
含
む

▢内
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ

ロ
・
フ
ル
ー
ト
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の

い
ず
れ
か
を
選
択
︒
最
大
	
人
ま
で

の
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
︵

分
︶

60

※
い
ず
れ
も

▢時
�
月

日
︵
日
︶

25

午
前

時
～
午
後
�
時

▢場
テ
ィ
ア

10

ラ
こ
う
と
う
練
習
室
ほ
か

▢締
�
月

日
︵
木
︶
必
着

18

芭
蕉
の
追
善
︑
俳
諧
流
派
の
結
束

の
ほ
か
︑
俳
人
ゆ
か
り
の
地
や
句
に

詠
み
こ
ま
れ
た
名
所
な
ど
︑
句
碑
建

立
の
背
景
を
探
り
︑
江
戸
時
代
の
江

東
区
域
の
俳
諧
に
迫
り
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
木
︶
～
�
月

日

27

11

︵
日
︶
午
前
�
時
半
～
午
後
�
時
︵
最

終
入
館
午
後
�
時
半
︶
※
第


・
�

月
曜
は
休
館

▢費
大
人


�
�
︵
�

�
�
︶
円
︑
小
中
学
生

︵

︶
円

50

30

︵
観
覧
料
︶
※
︵

︶
内
は

人
以
上

20

の
団
体
料
金
︒
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
と
そ
の
介
助
者
�
人
は
半
額

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢場

▢問
芭
蕉
記
念
館
︵
常
盤
�
︱

�
︱

	
︶

特
別
展
講
演
会

﹁
江
戸
の
句
碑
め
ぐ
り
﹂

江
戸
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
句
碑

▢申
区
内
各
文
化
セ
ン
タ
ー
︑
総
合

区
民
セ
ン
タ
ー
︑
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と

う
に
あ
る
申
込
用
紙
︵
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
︵

▢
h
ttp
:/
/
w
w
w
.k
c
f.o
r.

HP

jp
︶
か
ら
も
入
手
可
︶
に
記
入
し
︑

〒

︱

住
吉


︱

︱

テ
ィ
ア

135

0002

28

36

ラ
こ
う
と
う
へ
郵
送
︑
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
窓
口
で☎

(
	
�
	
�
)
�
�
�
�

℻

(
	
�
	
�
)
�
�
�
�

め
ぐ
り
に
つ
い
て
︑
お
話
し
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
・
祝
︶
午
後



29

時
～
	
時
半

▢場
芭
蕉
記
念
館

▢人

人
︵
申
込
順
︶

▢費
�

�

�

50

円
︵
観
覧
料
含
む
︶

▢師
亀
川
泰
照

︵
荒
川
区
立
荒
川
ふ
る
さ
と
文
化
館

学
芸
員
︶

▢申
�
月

日
︵
土
︶
か
ら
芭
蕉
記

15

念
館
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
	
�
	
�
)
�
�
�
�

℻

(
	
�
	
�
)
�
�
�
�

環境学習プログラム 5月

新緑の季節を感じよう！

▢時 ▢内 下表のとおり▢場 えこっくる江東(潮見1-29-7)ほか▢申 4／15
(土)9：00からえこっくる江東に電話または窓口で☎3644-7130、℻

3644-7135▢HP http://www.ekokkuru-koto.jp/

飲み物、筆記用
具、帽子、雨具、
虫よけスプレー、
虫さされ薬、長
ズボンで参加

持ち物

※同伴保護者1人が引率できるお子さんの人数は講座によって異なります。
※特に記載のない講座は、対象者以外の方(幼児等)の入室(参加)はできません。

ビオトープ等で小さな生き
物を探したり、楽しく遊び
ながら自然と触れ合います
▢師 西直人(リードクライム
(株))

5／11(木)
10：30〜
12：30

親子一緒に
はじめての
自然遊び
〜2歳児ク
ラス〜

自宅にある古布を利用し
て、手作りで身体に優しい
布ぞうりを作ります

5／24(水)
10：00〜
15：00

古布でつく
ろう素敵な
布ぞうり

自然案内人と一緒に親子で
身近な自然を探検しなが
ら、自然観察をします▢師
佐々木洋(プロ・ナチュラ
リスト)

5／7(日)
9：30〜
12：00

佐々木洋の
「わくわく
生きものた
んけん隊」
(単発参加)

内容日程講座名

弁当、飲み物、手
拭きタオル、雨
具、帽子、歩きや
すい靴で参加

小学生
150円、
保護者
300円

東京湾から潮が入る汽水環
境。清々しい新緑の中で
(魚・エビ・海藻-の観察や
水質調査をしよう♪

5／28(日)
9：30〜
15：50

浜離宮恩賜
庭園・海の
ゆりかご体
験会

16歳以上18人
(申込順)

2歳児と保護
者12組(申込
順、保護者2
人まで)

年長児〜小学
生と保護者15
組30人(申込
順)

土台用布、はさ
み、ものさし、筆
記用具、洗濯バ
サミ6個、弁当、
飲み物、エプロン

1組
300円

無料

費用 対象

1,000
円

弁当、飲み物、お
やつ、おむつ、着
替え、雨具等

エネルギーをつくる方法や
未来の形を、簡単なパズル
形式の絵本で一緒に学びま
す▢申 当日直接会場へ

5／13(土)
①12：05〜
12：30

②13：00〜
13：25

③14：00〜
14：25

(エネルギ
ー-って知
ってる？今
と未来のエ
ネルギーを
パズルの絵
本で考えよ
う！

小学生と保護
者30人(申込
順)

筆記用具、飲み
物、手拭きタオ
ル、持ち帰り用
袋

1人
300円

春風に乗せてみんなで飛ば
そう♪大きな虹色しゃぼん
玉

5／27(土)
13：30〜
15：30

食品で作る
(大きな虹
色しゃぼん
玉-体験

小学3〜6年生
15人(申込順、
小学4年生以
下要保護者同
伴)

筆記用具、歩き
やすい靴で参加、
帽子

無料

次世代のクリーンエネルギ
ーの水素の学習施設「東京
スイソミル」を見学し、そ
の後、えこっくるで水素社
会の未来を考えます

5／21(日)
13：30〜
15：30

水素燃料電
池について
学ぼう

小学生と保護
者44人(申込
順)

年中児〜小学
生と保護者12
人(申込順、小
学3年生以下は
要保護者同伴、
幼児同伴可)

飲み物、帽子、手
拭きタオル、筆
記用具

無料

区を流れる川の水を、目や
耳、鼻、手を使って水質実
験をしてみましょう！水辺
に住む生きもののお話もし
ます

5／13(土)
10：00〜
12：00

砂町運河の
水質を調べ
てみよう！

各回小学1年
生以上どなた
でも4人(先着
順、幼児同伴
可)

なし無料
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講座・催しもの つづき

こどもサイエンス教室(前期)
楽しみながら理科の不思議な世界

に触れてみませんか ▢時 5／13・20、

6／3・10、7／1(土曜全5回)9：30〜12：

00 ▢場 亀高小学校(北砂5-20-16)

▢人 区内在住の小学4〜6年生24人

(抽選) ▢費 無料 ▢内 万華鏡、ベジタ

ブルロケット、ロボットづくりなど

▢締 4／24(月)消印有効 ▢申 往復はが

きに①こどもサイエンス教室(前期)

②住所③氏名(ふりがな)④性別⑤電

話番号⑥学校名⑦学年⑧保護者名を

記入し、〒135-8383区役所学校支援

課学校支援係へ☎ 3647 - 9307、℻

3647-9053

深川東京モダン館
江東区の近代建築展
区内に現存している近代建築物・

構造物などについて詳しく紹介しま

す ▢時 4／26(水)〜5／7(日)※5／1(月)

は休館 ▢費 無料 ▢申 当日直接会場へ

▢場 ▢問 深川東京モダン館(門前仲町

1-19-15)☎5639-1776、℻5620-1632

▢HP http: //www. fukagawato

kyo.com/

亀戸梅屋敷開業4周年祭り
両日ともさまざまなイベントを行

います。お買い上げ金額千円で抽選

1回。亀戸大根のプレゼントもあり

ます(数に限りあり) ▢時 4／15(土)・

16(日)10：00〜18：00▢場 ▢問 亀戸梅

屋敷(亀戸4-18-8)☎6802-9550、℻

6802-9445※毎週月曜休館 ▢HP http:

//www.kameume.com/

朗読ボランティア養成講習会

▢時 5／31〜8／16の水曜(全12回)10：

00〜12：00 ▢場 高齢者総合福祉セン

ター(東陽6-2-17) ▢人 区内在住で、

修了後ボランティア活動のできる方

20人(抽選) ▢費 受講料2,000円 ▢内
発声・発音・アクセント・朗読実習

等[受講希望者説明会]受講希望の方

は必ず事前説明会にご参加ください

▢時 5／10(水)10：00〜 ▢場 高齢者総

合福祉センター3階研修室[持ち物]

はがき1枚▢締 5／8(月) ▢申 電話で江

東ボランティア・センター☎3645-

4087、℻3699-6266

春の釣具展示〜渓流竿〜
ヤマメなどの渓流釣りに使う江戸

和竿を展示します ▢時 4／26(水)〜5／

28(日)9：30〜17：00(入館は16：30ま

で)※月曜休館(祝日の場合は翌日)

▢費 大人200円、小・中学生50円(観

覧料) ▢申 当日直接会場へ▢場 ▢問 中
川船番所資料館(大島9-1-15)☎3636

-9091、℻3636-9094

江戸庶民の年中行事再現
｢端午の節句｣
端午の節句は、こどもの成長を願

う年中行事として庶民に親しまれて

きました。当時の資料をもとに｢端

午の節句飾り｣を再現します ▢時 4／

25(火)〜5／7(日)9：30〜17：00(最終

入館16：30) ▢費 大人400円、小中学

生50円(観覧料)※小中学生は保護者

同伴▢場 ▢問 深川江戸資料館(白河1-

3-28)☎3630-8625、℻3820-4379

城東ふれあいセンター
｢認知症サポーター養成講座｣

▢時 4／22(土)13：30〜15：00 ▢場 城東

ふれあいセンター会議室(北砂4-20-

12) ▢人 区内在住・在勤の方50人(申

込順) ▢費 無料 ▢内 受講された方に

は、認知症サポーターの証であるオ

レンジリングとテキストを差し上げ

ます ▢締 4／19(水) ▢申 4／15(土)から

城東ふれあいセンターに電話または

窓口で☎3640-8651、℻3699-6744

カヌー安全講習会(5月分)

▢時 5／20(土)13：00〜16：00 ▢集 亀戸

スポーツセンター1階ロビー ▢人 区

内在住・在勤・在学の中学生以上の

方5人(抽選) ▢費 3,850円(保険代含

む) ▢内 カヌーの一般公開参加に必

要な安全講習会。1時間の講義と旧

中川での実地講習[持ち物]着替え一

式、飲み物、帽子、筆記具▢師 (株)

オーエンス指導員▢締 5／1(月)必着

▢申 往復はがきに①カヌー講習会②

氏名③住所※在勤(在学)の場合、会

社名(学校名)と住所④生年月日⑤電

話番号を記入し、〒136-0071亀戸8-

22-1亀戸スポーツセンターへ☎5609

-9571、℻5609-9574

生活習慣病予防健診5月分

▢時 ▢場 別表のとおり ▢人 健診日現

在30〜39歳の区民の方各会場25人

(抽選)※最近1年以内に受診された

方はご遠慮ください ▢費 無料 ▢内 血
液・尿検査・腹囲測定等 ▢締 4／20(木)

必着▢申 はがきに①健診名②住所・

郵便番号③氏名(ふりがな)④年齢⑤

生年月日⑥性別⑦電話番号を記入し、

希望する保健相談所へ郵送または窓

口で(重複申込不可)※電子申請もで

きます ▢HP http://www.shinsei.

elg-front.jp/tokyo/navi/index.

html▢問 各保健相談所管理係

中川船番所資料館
4／25(火)を臨時休館。展示替えの

ため▢問 中川船番所資料館☎3636-

9091、℻3636-9094

芭蕉記念館
4／25(火)・26(水)、展示室・図書

室を休室。展示替えのため▢問 芭蕉
記念館☎3631-1448、℻3634-0986

東京都土木技術支援・人材育成
センター 一般公開

▢時 4／21(金)13：00〜16：30 ▢費 無料

▢内 ｢科学技術週間｣にちなみ、アー

チ橋製作体験や地盤、地下水、基準

点、舗装等土木技術に関する展示を

行います ▢申 当日直接会場へ▢場

▢問 東京都土木技術支援・人材育成

センター(新砂1-9-15)☎5683-1512

▢HP http://www.kensetsu.met

ro.tokyo.jp/jigyo/tech/start/in

dex.html

公証人による無料相談会

▢時 4／27(木)13：00〜16：00 ▢場 区役

所2階区民ホール ▢人 6人(申込順)※

予約状況により当日受付可▢費 無料

▢内 ｢老後の安心設計｣のための、任

意後見契約や遺言書の作成、離婚に

伴う養育費や財産分与等の給付契約、

その他金銭・不動産の貸借等の契約

全般▢申 4／20(木)9：00から日本橋公

証役場(中央区日本橋兜町1-10)に電

話または窓口で☎3666-3089

江東病院 江東健康フォーラム

▢時 4／22(土)13：30〜※13：15開場

▢場 江東病院本館2階北側待合室(大

島6-8-5) ▢人 50人(先着順) ▢費 無料

▢内 床ずれについて ▢師 永治雄太

(皮膚・排泄ケア認定看護師) ▢申 当

日直接会場へ ▢問 江東病院医療連携

室☎3685-2253、℻3685-2766

家庭倫理の会講演会｢つながる｣

▢時 4／29(土・祝)10：00〜11：30 ▢場
深川江戸資料館(白河1-3-28) ▢人
262人(先着順) ▢費 無料 ▢内 ｢つなが

る｣をテーマに生活の基盤である家

庭の存在を見つめなおす ▢師 泉憲治
((一社)倫理研究所普及開発部主任)

▢申 当日直接会場へ ▢問 家庭倫理の

会江東区 佐久間久子☎3647-1691

認知症カフェ｢長屋カフェ｣開催
認知症の方や家族が集まって、悩

みを専門の相談員に相談したり、介

護の情報を得ることができる認知症

カフェを開催します ▢時 4／23(日)

14：00〜16：00 ▢場 江東区文化センタ

ー3階第2研修室(東陽4-11-3) ▢費 無

料(飲食実費200円) ▢内 ミニ講話｢自

宅でできる嚥下体操｣、専門職によ

る相談等 ▢申 当日直接会場へ ▢問
NPO法人深川長屋☎090-4954-9744、

℻3643-4177

江東区年齢別ミックスダブルス
テニス大会

▢時 6／3(土)※予備日6／18(日) ▢場
豊住庭球場(東陽6-1-13) ▢人 区内在

住・在勤35歳以上の方各20組(抽選)

▢費 1組3,500円[種目]35・45・55歳

以上の部▢締 5／21(日) ▢申 江東区テ

ニス連盟事務局(牡丹1-12-12テニス

ショップボールボーイ内)にある申

込書(ホームページからも入手可)に

必要事項を記入し、参加費を添えて

事務局窓口へ☎3820-7072(11：00〜

20：00※月曜定休) ▢HP http://ww

w.kototennis.com/

江東区合気道連盟｢合気道教室｣

▢時 5／10〜6／28の水曜(全8回)19：00

〜20：30 ▢場 スポーツ会館柔道場(北

砂1-2-9) ▢人 小学生以上40人(申込

順) ▢費 大人 4,000 円、小中学生

2,000円 ▢申 4／15(土)から電話で江

東区合気道連盟(田中)☎3681-1071

｢深川能楽サロン｣能楽講座
能の見方、楽しみ方を若手能楽師

が実演を交え、ご案内します。実際

に舞台で使用する能面や能装束など

も紹介します ▢時 4／22(土)14：00〜

▢場 大正記念館(清澄3-3-9清澄庭園

内) ▢人 小学校高学年以上の方80人

(申込順) ▢費 1,000円 ▢師 桑田貴志

(観世流能楽師) ▢申 4／15(土)から電

話で深川能舞台(桑田)☎3643-0891

平成29年(2017年)�月11日
江東区ホームページ http://www.city.koto.lg.jp

http://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)
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自
分
の
体
を

知
り
︑
生
活
を
見
直
し
た
り
︑
介

護
予
防
の
取
り
組
み
を
始
め
た
り

す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
︒

今
後
︑
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
︑
介

護
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
︵
運
動
・
栄

養
・
社
会
参
加
︶
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
︒

▢問
介
護
予
防
ダ
イ
ヤ
ル
︵
地
域

ケ
ア
推
進
課
内
︶

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�


℻

(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

5／9(火)
9：00〜

城東保健相談所
〒136-0072大島3-1-3

☎3637-6521
℻3637-6651

5／26(金)
13：00〜

5／12(金)
8：50〜

城東南部保健相談所
〒136-0076南砂4-3-10

☎5606-5001
℻5606-5006

健診会場

5／26(金)
13：30〜

5／12(金)
13：10〜

深川南部保健相談所
〒135-0051枝川1-8-15-102

☎5632-2291
℻5632-2295

5／26(金)
13：30〜

結果日時

5／2(火)
13：10〜

検査日時

深川保健相談所
〒135-0021白河3-4-3-301

☎3641-1181
℻3641-5557

5／16(火)
13：20〜

介護予防のポイント

①筋肉量を増やしたり強く

するための運動

②低栄養を予防するための

食事のとり方

③人とつながる社会参加

1

自
分
ら
し
く
元
気
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
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特別区立幼稚園教員
採用候補者の募集
[職種]教員(幼稚園)[勤務地]特別

区の区立幼稚園(大田区・足立区を

除く)[資格]幼稚園教諭普通免許状

を有する方または平成30年4／1まで

に取得見込みで昭和58年4／2以降に

出生した方[選考案内(申込書)の配

布場所]指導室(区役所6階4番)およ

び東京区政会館17階[第1次選考(筆

記試験)]6／25(日) ▢締 5／2(火)消印

有効▢申 申込書を〒102-0072千代田
区飯田橋3-5-1東京区政会館17階特

別区人事・厚生事務組合教育委員会

事務局人事企画課採用選考担当へ郵

送※5／8(月)・9(火)のみ持参可☎

5210-9751▢HP http://www.tokyo
23city.or.jp/

特別区立幼稚園臨時的任用教員
(産育休補助教員登録者)の募集
[職種]妊娠出産休暇・育児休業中

の教員に対する臨時的任用教員(幼

稚園)[勤務地]特別区の区立幼稚園

(大田区・足立区を除く)[資格]幼稚

園教諭普通免許状を現に有し、国公

私立幼稚園の正規任用教員として1

年以上、国公私立幼保連携型認定こ

ども園において満3歳以上を担当す

る正規任用保育教諭として1年以上、

または特別区の区立幼稚園の臨時的

任用教員もしくは学級を専任する非

常勤講師として通算12か月以上の勤

務実績があり、昭和32年4／2以降に

生まれた方[選考]書類選考および面

接[募集案内配布場所]指導室(区役

所6階4番)および東京区政会館▢申
本人が6／1(木)・2(金)に所定の書類

(募集案内参照)を東京区政会館17階

特別区人事・厚生事務組合教育委員

会事務局人事企画課採用選考担当

(千代田区飯田橋3-5-1)へ持参☎

5210-9857▢HP http://www.tokyo
23city.or.jp/

分譲マンション無料相談会

▢時 5／10(水)13：00〜16：00(1件1時

間以内)▢場 区役所5階51会議室▢人
区内分譲マンションの管理組合役員

および区分所有者▢費 無料▢内 分譲
マンションの維持管理に関するさま

ざまな問題に対応するための無料相

談会(要予約)[相談員]マンション管

理士 ▢締 5／2(火) ▢申 4／17(月)から

住宅課住宅指導係(区役所5階1番)に

電話、ファクスまたは窓口で☎3647

-9473、℻3647-9268

北砂3〜5丁目地区不燃化特区
専門家による個別相談会

▢時 4／17(月)・29(土・祝)13：00〜16：
50▢場 不燃化相談ステーション(北

砂4-24-3 2階)▢人 不燃化特区内で

建物の建替え、移転、除却を検討し

ている方▢費 無料▢申 電話で不燃化
相談ステーション☎6666-0580、℻

6666-0521▢問 地域整備課不燃化推

進係☎3647-9491、℻3647-9009

物品販売店、飲食店、事務所など
特定建築物は定期報告を
不特定多数の人が利用する建築物

(特殊建築物等)は、地震や火災など

が発生した場合、大きな災害につな

がることがあるため、専門技術者の

調査と結果報告が義務付けられてい

ます。今年度の特定建築物定期報告

対象物件の所有者・管理者の方には

4月下旬に、調査書等を送付します

ので、調査結果を報告してください。

また、防火設備定期報告についても

報告してください。対象となる建築

物や規模(面積・階数等)、報告時期

についてはお問い合わせいただくか、

区ホームページをご覧ください▢問
建築課監察係☎3647-9754、℻3647-

9260

中川船番所資料館会議室
夜間貸し出しの受付開始
7／1(土)分からの会議室の夜間

(18：00〜21：00)貸出を開始しました。

ぜひご利用ください[定員]30人▢費
2,300円▢申 中川船番所資料館(大島
9-1-15)に電話または窓口で☎3636-

9091、℻3636-9094

消費者講座
NISAの運用と活用方法について

詳しく解説します ▢時 5／27(土)14：

00〜15：30▢場 パルシティ江東3階研
修室(扇橋3-22-2) ▢人 30人(抽選)

▢費 無料▢師 日本証券業協会普及推
進部▢締 5／8(月)消印有効 ▢申 往復

はがき(1人1枚)に①講座名②参加希

望者の郵便番号・住所・氏名(ふりが

な)・電話番号を記入し、〒135-0011

扇橋3-22-2パルシティ江東2階消費

者センターへ☎5683-0321、℻5683-

0318

草木染めワークショップ
｢よもぎの新芽ストール｣
えこっくる江東の敷地内に自生す

るよもぎを使って、草木染めを体験

します。透かしになったボーダー柄

のシルクストールを黄色に染めます

▢時 5／10(水)10：00〜12：00▢場 えこ
っくる江東 ▢人 16歳以上の方24人

(区内在住・在勤・在学の方を優先し

抽選、当選者のみに4／26(水)ごろ郵

送で通知)▢費 2,200円▢締 4／22(土)
必着▢申 窓口またははがきに①草木
染め②郵便番号、住所(在勤・在学の

方は勤務先、通学先住所を併記)③

氏名④ふりがな⑤年齢⑥電話番号を

記入し、〒135-0052潮見1-29-7えこ

っくる江東へ※区ホームページでも

申込できます☎3644-7130、℻3644-

7135
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と
て
も
趣
の
あ
る
橋
が
あ

る
ね
︒

こ
れ
は
萬
年
橋
︒
寛
文
11

︵
�

�

�

�
︶
年
の
江
戸

図
に
も
載
っ
て
い
て
︑
葛
飾
北
斎

や
歌
川
広
重
の
作
品
に
も
登
場
す

る
よ
︒
松
尾
芭
蕉
が
近
く
に
庵
を

結
び
︑
赤
穂
浪
士
も
討
入
り
後
に

こ
の
橋
を
渡

っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
︒

藤
沢
周
平
や

池
波
正
太
郎

の
小
説
に
も

出
て
く
る
よ
︒

そ
ん
な
に
歴
史
の
あ
る
橋

な
ん
だ
︒

こ
の
地
域
は
︑
小
名
木
川

と
隅
田
川
の
合
流
点
で
︑

江
戸
時
代
か
ら
物
資
の
輸
送
経
路

の
要
と
し
て
︑
生
活
を
支
え
︑
粋

で
人
情
あ
ふ
れ
る
深
川
の
町
を
形

づ
く
っ
て
き
た
ん
だ
︒
木
橋
か
ら

現
在
の
鉄
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た

の
が
昭
和
�
年
︒
江
東
区
都
市
景

観
重
要
建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
い

て
︑
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
さ

れ
て
い
る
よ
︒

今
も
昔
も
︑
町
の
シ
ン
ボ

ル
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
ね
︒

そ
の
と
お
り
︒
こ
う
し
た

萬
年
橋
周
辺
の
特
徴
を
生

か
す
た
め
︑
こ
の
辺
り
︵
下
図
︶

は
区
内
最
初
の
景
観
重
点
地
区
に

指
定
さ
れ
て
い
る
よ
︒

景
観
重
点
地
区
っ
て
？

魅
力
的
で
良
好
な
景
観
を

つ
く
る
た
め
に
重
点
的
に

景
観
の
誘
導
や
保
全
を
図
っ
て
い

る
地
区
の
こ
と
だ
よ
︒
建
物
の
建

築
や
改
築
時
に
︑
他
の
地
域
と
比

べ
て
︑
よ
り
密
に
協
力
し
て
も
ら

う
こ
と
で
︑
そ
の
地
域
の
個
性
を

大
切
に
し
た
町
並
み
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
︒
例
え
ば
︑

芭
蕉
記
念
館
︒
芭
蕉
の
句
に
詠
ま

れ
た
草
木
を
植
え
︑
池
を
配
し
た

日
本
庭
園
は
︑
狭
い
敷
地
で
も
植

栽
を
工
夫
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
︒

玄
関
の
緑
化
の
参
考
に
も

な
り
そ
う
︒

他
に
も
︑
こ
の
地
域
に
は

江
戸
文
化
を
継
承
す
る
相

撲
部
屋
が
多
く
あ
る
け
ど
︑
最
近

建
替
え
ら
れ
た
部
屋
で
は
︑
植
え

込
み
を
給
湯
器
の
目
隠
し
に
し
た

り
︑
植
栽
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い

る
よ
︒

み
ん
な
の
協
力
で
景
観
が

守
ら
れ
て
い
る
ん
だ
ね
︒

こ
う
い
う
所
に
着
目
し
て
︑
町
を

歩
い
て
み
る
の
も
楽
し
い
ね
︒

▢問
都
市
計
画
課
都
市
計
画
担
当

☎
(
	
�


�
)
�
�

	

℻

(
	
�


�
)
�
�
�
�

深
川
萬
年
橋
景
観
重
点
地
区
編

高齢者家族介護教室(無料・申込順・4／17(月)から各施設に電話)

介護に役立つ知識や技術を学ぶことができます▢人 区内在住・在勤で介護を行っている方20人▢費 無料

あそか園高齢者在宅サービス
センター(住吉1-17-11)
☎3632-3615、℻3632-3617

5／20(土)
14：00
〜15：30

［脳のトレーニング］脳機能・記憶力・運動機
能を使ったトレーニングについて、介護福
祉士が説明します。

コスモス高齢者在宅サービス
センター(大島9-6-16)
☎5836-1555、℻3638-3585

5／20(土)
13：30
〜15：00

［健康体操］いつまでも健康で楽しい生活を
送るための効果的な体操について、機能訓
練指導員が身近な道具を使って説明します。

深川愛の園高齢者在宅サービ
スセンター(冬木16-7)
☎3641-1962、℻3641-1964

5／12(金)
13：30
〜15：00

内 容施設名(会場)日時

［口腔ケア］口腔ケアのポイントや義歯に関
する正しい知識について、歯科医師が説明
します。

東陽高齢者在宅サービスセン
ター(東陽6-2-17)
☎5606-8861、℻5606-8863

5／20(土)
14：00
〜15：30

［脱水予防］脱水症状を予防するための効果
的な食事や水分補給の工夫のしかたについ
て、管理栄養士が説明します。

らん花園高齢者在宅サービス
センター(塩浜2-7-2)
☎5617-6060、℻5617-6050

5／27(土)
14：00
〜15：30

［オムツについて］個人の悩みに合ったオム
ツの選び方や使用方法について、民間業者
の専門スタッフが説明します。

［脱水予防］脱水症状の予防方法について、
民間業者の専門スタッフが説明します。

北砂ホーム高齢者在宅サービ
スセンター(北砂6-20-30)
☎5606-1731、℻5683-2440

5／17(水)
14：00
〜15：30

介護者の健康維持・増進のための運動
｢KOTO活き粋体操 筋トレ編｣の体験と
家族介護者の交流会

東京城東病院2階
会議室
(亀戸9-13-1)

②5／30(火)
13：30
〜15：00

認知症家族介護者教室・交流会
認知症についての講話と、家族介護者の交流会を行います。ぜひご参加ください▢時 ▢場 下表

のとおり▢人 ①50人②20人(申込順)▢費 無料▢申 4／17(月)から電話で各長寿サポートセンター

認知症の当事者ご本人による想いや経験
についての講話。家族介護者による体験
談および交流会。

豊洲文化センター
第2研修室
(豊洲2-2-18豊洲シ
ビックセンター8階)

①5／26(金)
14：00
〜16：00

内容施設名(会場)日時

亀戸東長寿サポー
トセンター
☎5875-3451
℻5875-3452

枝川長寿サポート
センター
☎5634-0158
℻5632-2036

申込・問合先

地域福祉の向上･充実を図ること

を目的に活動を行っている区内の福

祉団体に対し、運営費を助成します。

申請後、要綱に基づき審査を経て、

予算の範囲内で交付を決定します。

[申請書の配布・受付期間]4／14(金)

〜5／15(月)[助成限度額]145,000円

(会員数に応じて変動があります)

▢申 江東区社会福祉協議会福祉サー

ビス課(東陽6-2-17高齢者総合福祉

センター2階)窓口で☎3647-1898、

℻5683-1570

江東ボランティア・センター登
録団体に助成金

登録団体のボランティア活動を援

助するために助成金を交付します。

申請後、要綱に基づく審査を経て、

予算の範囲内で交付額を決定します。

[募集期間]4／14(金)〜5／15(月)の平

日

[申請資格]江東ボランティア・セン

ターに団体登録している団体のみ

[助成限度額]15万円(申請する団体

の当該事業の実支出予定額に4分の3

をかけた額と助成限度額のどちらか

低い額となります※助成対象外経費

があります)

▢問 江東ボランティア・センター(東

陽6-2-17高齢者総合福祉センター2

階)☎3645-4087、℻3699-6266

1

葛飾北斎｢富嶽三十六景・深川萬年橋下｣
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区役所7階第71〜73
会議室

会場

5／12(金)
18：00〜20：00

5／20(土)
9：30〜11：30

5／11(木)
9：30〜11：30

日時

江東区文化センタ
ー6階第1〜4会議室
(東陽4-11-3)

5／15(月)
13：30〜15：30

区役所7階第71〜73
会議室

▲生ごみを良質な堆肥へ。講習会もあるので初めてでも安心

友達にすすめられて体操を始めた遠藤さん

(現在3年生)は、昨年夏に行われた大会で全

国まで進み、輝かしい成績を残しました。今

回の大会について、｢とてもうれしい。自分

の精いっぱいの演技ができて良かった｣と振

り返ります。二度のオリンピックに出場した

鶴見虹子さんを目標に、学校の部活動と体操

クラブで、最低3時間は練習を重ねていると

いう遠藤さん。今後の目標は団体で全国大会

へ行くこと、そして個人で優勝すること。さ

らなる活躍が楽しみです。 ▲得意種目は平均台
▲弟の誘いで柔道を始めた
という丸山さん

▲こころの絵・わらべ画

江東区で育った漫画家、宮坂榮一さんが

描く童画の作品展を、こどもの日に合わせ

て開催します。江戸時代からの伝承的なこ

どもの遊びの風景をはじめとして、下町の

懐かしい風景の作品など、温かい視点から

生み出された童画の数々をご覧ください。

▢時 4／22(土)〜5／7(日)9：30〜17：00(最終

入館16：30)※4／24(月)は休館▢費 大人400

円、小中学生50円(観覧料)※小中学生は保

護者同伴▢場 ▢問 深川江戸資料館(白河1-3-
28)☎3630-8625、℻3820-4379
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▲楽しい劇の世界に遊びに来てください

江東こどもまつりが5／21(日)に開催されます。ティアラこうとうで

行われる観劇会では、劇団俳協による｢かいけつゾロリ まほうつか

いのでし｣を上演します。いたずらっこの天才ゾロリが、子分ととも

に修行の旅に出かけます。

▢時 5／21(日)13：45〜15：30(開場は40分前)▢場 ティアラこうとう大ホ
ール(住吉2-28-36)※ご来場の際は公共交通機関をご利用ください

▢人 900人(全席自由)▢費 大人500円、こども(3歳〜中学生)200円※2

歳以下は無料。ただし席はありません［出演］劇団俳協▢申 観劇券は4／
15(土)から各児童館・児童会館で発売※前売り券が残った場合のみテ

ィアラこうとう劇場ロビーで5／21(日)10：30から当日券を販売▢問 児

童会館☎3633-6911、℻3633-6936

東京都中学校総合体育大会
体操女子個人総合 2 位 関東 2位 全国 4位

遠藤結
ゆ

菜
な

さん(第二南砂中2年)

東京都中学校総合体育大会 柔道女子48kg級

丸山ひなのさん(深川第三中2年) 3 位

知って得する!

東京2020オリンピック・パラリンピック

vol.13 オリンピック
まで

あと1200日

パラリンピック
まで

あと1232日

3／17に行われた国際オリンピック委員会(IOC)理事会において、福島あづま球場が東京2020
オリンピックの野球・ソフトボールの競技会場として承認されました。これで、野球・ソフ
トボールは主会場となる横浜スタジアムと合わせて2会場で行われることになりました。江東区観光キャラクター

コトミちゃん

れなかったという丸山さん(現在3年生)。2年

生になって初めて出た大きな大会で見事な結

果を残しました。大会を振り返り、｢喜びを

感じることができた一方で、練習が足りなか

ったという反省の気持ちもある｣と喜びと悔

しさが入り混じります。柔道は戦う競技なの

で、相手に勝った時がうれしいと話す丸山さ

ん。全国優勝を目標に｢誰よりも力をつけて、

技の幅を広げたい｣と今後の意気込みを語っ

てくれました。

1年生の時には肘を手術して大会に出ら


	041101.pdf
	041102
	041103
	041104
	
	041105.pdf
	041106
	041107
	041108




